


１．視察の目的 

本視察は、早稲田大学スポーツ科学学術院 深見英一郎教授との意見交換を通じ、部

活動の地域移行が抱える本質的課題、子どもの体力向上の方向性、スポーツの魅力向上

を支えるコーチング論の展開、さらには海外におけるスポーツ文化および指導者養成の

在り方について知見を深め、本市の教育・スポーツ政策へ具体的に反映させることを目

的として実施した。 

２．部活動の地域移行について 

部活動の地域移行は、単なる学校から地域への業務移管ではない。深見教授との対話

を通じて強く共有されたのは、「制度設計よりもまずコーチングの質を再定義しなけれ

ば、本質的な改革にはならない」という視点である。日本の部活動は長年、勝利至上主

義や指導者の経験則への依存、精神論的アプローチに支えられてきた側面がある。地域

移行は、競技スポーツと生涯スポーツを整理し、それぞれの目的に応じて再設計する好

機である。そのためには、指導者の再教育、資格制度の高度化、科学的知見に基づく評

価体系の導入が不可欠であり、行政も主体的に関与すべき領域である。 

３．子どもの体力向上について 

現在、子どもたちの体力が著しく低下しているというよりも、「経験しない動きが増

えている」ことが課題である。投げる、ぶら下がる、跳ぶ、ひねる、バランスを取ると

いった基礎的運動経験の減少は、神経系の発達機会の不足につながる。体力向上とは単

なる数値改善ではなく、幼少期から多様な運動経験を積み重ね、生涯にわたり身体を動

かす基盤を育むことである。競技特化ではなく、運動文化の裾野を広げる設計が求めら

れる。 

４．海外のコーチング論と日本の課題 

海外では、長期育成モデル（LTAD）、アスリート中心型コーチング、ポジティブコー

チングなどが体系化され、研究成果が現場へ還元されている。一方、日本では依然とし

て経験則に依存する場面があり、科学的検証や研究成果の社会実装は十分とは言えな

い。今後は、研究と現場を結ぶ政策設計を進め、国際水準に立脚したコーチング理論を

構築する必要がある。そのためには、大学と自治体、研究と行政が連携し、実証と実践

を往還させる仕組みづくりが重要である。 

５．所感 

今回の訪問を通じ、私は自らの体育教師時代を振り返った。勝たせることに価値を置

き、結果を求め、厳しさを指導の本質と信じていた時代。その延長線上に現在の部活動

文化があることを否定できない。しかし時代は確実に変化している。少子化、価値観の

多様化、地域コミュニティの変容の中で、部活動の地域移行は単なる行政改革ではな

く、日本のスポーツ文化を再設計する歴史的転換点である。 



体力向上とは数値の向上ではなく、生涯にわたり身体を動かす喜びを持ち続けること

である。勝利至上主義から関わり続けられるスポーツ文化へ転換するためには、制度で

はなく指導者の思想とコーチングの質が問われる。地方自治体だからこそ、学校施設の

有効活用、世代循環型クラブの設計、障がいの有無を超えたインクルーシブな運動環

境、指導者研修の体系化を実装できる可能性がある。スポーツは教育であり、福祉であ

り、地域経済をも動かす文化装置である。井原市が小さいからこそ、実証的モデルを構

築する責任があると強く感じた。 

 

視察写真 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 



 



 



 



 



 



 
 


